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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
前
年
に
つ
づ
き
作
柄
も
よ
く
、
飼
料
用
米
の
作
付
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
平

成
28
年
産
米
の
概
算
金
も
二
年
連
続
で
上
が
る
な
ど
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
農
業

経
営
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
昨
年
は
、
売
買
同
時
入
札
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
米
が
国
産
よ
り
も
安
価
に
売
ら
れ

て
い
る
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の

農
業
に
与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
な
く
、
米
国
の
次
期
大
統
領
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
を
表

明
し
た
こ
と
か
ら
、
発
効
は
不
透
明
と
な
っ
て
お
り
、
農
家
の
不
安
が
一
層
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

農
業
対
策
と
し
て
、
安
心
し
て
農
業
経
営
に
取
り
組
む
た
め
「
直
接
支
払
」
の
法

制
化
な
ど
経
営
安
定
対
策
の
充
実
を
図
り
、
生
産
現
場
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

な
く
農
業
の
再
生
産
が
可
能
な
所
得
が
確
保
さ
れ
る
米
政
策
の
確
立
を
願
う
思
い
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
９
月
に
、
農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
飼
料
用
米
に
か
か

る
交
付
金
の
早
期
交
付
や
畑
作
物
に
対
す
る
産
地
交
付
金
対
象
品
目
の
戦
略
的
選
択

と
助
成
の
拡
大
、
青
年
就
農
給
付
金
の
増
額
、
新
規
就
農
者
に
対
す
る
営
農
指
導
の

充
実
、
な
ど
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
要
望
書
を
市
長
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
１
日
に
改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
重

点
業
務
と
し
て
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
併

せ
て
、
農
業
委
員
の
公
選
制
が
廃
止
さ
れ
議
会
同
意
を
要
件
と
す
る
任
命
制
に
な
り
、

新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
市
で
は

本
年
８
月
１
日
か
ら
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
が
、「
土
地
、
人
、
経
営
」

対
策
を
現
場
で
責
任
を
持
っ
て
推
進
す
る
組
織
と
し
て
、
農
地
を
活
か
し
、
担
い
手

を
応
援
し
、
農
業
者
の
期
待
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
本
年
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
併
せ

て
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

価格高騰がつづく「あきた総合家畜市場」（大内）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

由
利
本
荘
市
農
業
委
員
会

会
長

佐

藤

系

悦



(2)平成 29 年 1月発行 農 業 委 員 会 だ よ り

　平成 28 年９月 16 日に農業者等と農
業委員会との意見交換会を東由利の有
鄰館で開催しました。
　東由利地域の農業者の方々からいた
だいた農業経営全般に関する幅広い意
見は要望書に反映し、市と市議会に提
出しました。

相続した不動産についての相続登記は、
不動産の所在地を管轄する法務局に申
請が必要です。農業委員会へ「届出」
も必要です。トラブルを未然に防ぐた
めにも早めに相続登記をしましょう。

農地等利用最適化推進施策に関する要望書を提出 農業者等と農業委員会との
意見交換会

　
平
成
28
年
10
月
26
日
、
市

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施

策
に
関
す
る
要
望
書
を
小
野

副
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
に
鈴
木
市
議

会
議
長
に
対
し
て
同
内
容
の

要
望
を
提
出
し
ま
し
た
。

農業委員一同（議席番号順）

【
会
　 

　
長
】

佐
　
藤
　
系
　
悦
（
矢
　
島
）

【
会
長
職
務
代
理
者
】

大
　
場
　
弥
　
吉
（
鳥
　
海
）

【
委
　 

　
員
】

三
　
浦
　
善
　
信
（
西
　
目
）

佐
　
藤
　
邦
　
幸
（
鳥
　
海
）

伊
　
藤
　
一
　
正
（
本
　
荘
）

小
　
松
　
幸
　
夫
（
大
　
内
）

阿
　
部
　
長
一
郎
（
岩
　
城
）

佐
　
藤
　
政
　
志
（
鳥
　
海
）

金
　
子
　
　
　
徹
（
本
　
荘
）

木
　
村
　
勝
　
三
（
岩
　
城
）

古
　
関
　
幸
　
子
（
東
由
利
）

佐
　
藤
　
　
　
實
（
矢
　
島
）

齋
　
藤
　
　
　
誠
（
西
　
目
）

角
　
谷
　
長
　
栄
（
本
　
荘
）

大
　
瀧
　
浪
　
雄
（
本
　
荘
）

佐
　
藤
　
喜
　
勝
（
岩
　
城
）

冨
　
樫
　
公
　
一
（
本
　
荘
）

佐
々
木
　
　
　
亨
（
大
　
内
）

佐
　
藤
　
俊
　
和
（
由
　
利
）

佐
々
木
　
多
　
悦
（
大
　
内
）

金
　
子
　
拓
　
雄
（
東
由
利
）

石
　
井
　
　
　
勲
（
大
　
内
）

小
　
野
　
眞
　
一
（
東
由
利
）

吉
　
尾
　
憲
　
一
（
岩
　
城
）

相
　
庭
　
安
　
一
（
矢
　
島
）

遠
　
藤
　
幸
　
男
（
東
由
利
）

鈴
　
木
　
甚
　
一
（
本
　
荘
）

眞
　
坂
　
平
　
通
（
大
　
内
）

岡
　
部
　
五
一
郎
（
本
　
荘
）

熊
　
谷
　
正
　
博
（
由
　
利
）

庄
　
司
　
和
　
夫
（
由
　
利
）

佐
　
藤
　
秀
　
孝
（
鳥
　
海
）

田
　
口
　
作
　
内
（
本
　
荘
）

佐
々
木
　
知
　
榮
（
矢
　
島
）

佐
　
藤
　
和
　
子
（
本
　
荘
）

伊
　
藤
　
文
　
円
（
大
　
内
）

１
．
複
合
経
営
の
確
立
と
担
い
手
育
成
に
向
け
た
態
勢
整
備

　
　
・
畑
作
物
産
地
交
付
金
の
嵩
上
げ
と
、
対
象
品
目
の
戦
略
的
選
択

　
　
・
生
産
資
材
・
農
薬
等
の
価
格
引
下
げ
に
向
け
た
働
き
か
け

　
　
・
青
年
就
農
給
付
金
を
夫
婦
で
受
け
る
場
合
の
支
給
額
の
引
き
上
げ

２
．
生
産
基
盤
等
の
整
備
と
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
進
め
る
施
策
の
展
開

　
　
・
基
盤
整
備
事
業
の
推
進
と
受
益
者
負
担
軽
減
に
向
け
た
財
政
支
援

　
　
・
老
朽
化
し
た
橋
や
狭
い
農
道
等
の
解
消
と
賦
存
量
調
査
の
実
施

　
　
・
中
山
間
地
域
の
揚
水
ポ
ン
プ
更
新
費
用
の
軽
減
と
賦
存
量
調
査
の
実
施

３
．
国
・
県
へ
の
要
望
事
項

　
（
１
）
新
た
な
米
政
策
の
展
開

　
　
・
農
業
の
再
生
産
が
可
能
と
な
る
新
た
な
米
政
策
の
早
期
確
立

　
（
２
）
経
営
所
得
安
定
対
策
の
充
実

　
　
・
直
接
支
払
交
付
金
の
継
続
と
生
産
コ
ス
ト
を
基
礎
と
し
た
所
得
保
障
制

　
　
　
度
へ
の
改
正
と
法
制
化

　
　
・
収
入
保
険
制
度
の
創
設

● 
主
な
要
望
項
目 

●

本年もどうぞよろしくお願いします

               

区分 件数 面積（ａ）
農地法第3条（所有権移転） 42 1,118
相続等の届出 28 3,053
農業経営基盤強化促進法（利用権設定） 372 27,258
農業経営基盤強化促進法（所有権移転） 25 1,675
農地法第4条（自己転用） 2 54
農地法第5条（権利設定等の伴う転用） 25 491

農地の権利移動等の実績（H28.1月～11月総会現在）

忘れていませんか !?「 相続登記 」
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①
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適

　 

化
の
推
進
」
が
最
重
要
に

　
今
回
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
農
業

委
員
会
は
、
農
地
法
等
に
基
づ
く
許

認
可
事
務
の
ほ
か
に
、「
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
が
義
務
業

務
と
し
て
制
度
的
に
位
置
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
」
と
は
、
担
い
手
へ
の
集
積
・
集

約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解

消
、
新
規
参
入
の
促
進
を
行
う
こ
と

を
い
い
、
農
業
委
員
会
の
最
も
重
要

な
事
務
と
な
り
ま
す
。

② 

農
業
委
員
の
選
任
方
法
を

　  

変
更

⑴
公
選
制
か
ら
任
命
制
に

　
農
業
委
員
の
選
任
方
法
は
、
公
職

選
挙
法
に
基
づ
く
も
の
か
ら
、
市
長

が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
方

法
に
変
わ
り
ま
す
。

　
市
長
は
、
任
命
に
当
た
っ
て
、
あ

ら
か
じ
め
地
域
の
農
業
者
や
農
業
団

体
等
に
候
補
者
の
推
薦
を
求
め
、
募

集
を
行
い
ま
す
。
推
薦
と
募
集
の
結

果
は
公
表
さ
れ
、
市
長
は
こ
れ
を
尊

重
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

⑵
認
定
農
業
者
を
過
半
に
。

　
利
害
関
係
者
以
外
も
登
用
を

　
区
域
内
に
認
定
農
業
者
が
少
な

い
場
合
な
ど
を
除
い
て
、
農
業
委

員
の
過
半
は
認
定
農
業
者
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

農
業
委
員
会
の
所
掌
事
務
に
関
し

て
利
害
関
係
の
な
い
者
を
１
人
以

上
含
め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

⑶
女
性
や
青
年
の
登
用
促
進
を

　
農
業
委
員
の
年
齢
、
性
別
等
に

著
し
い
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に

配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
た
め
、
女
性
や
青
年
の

登
用
に
向
け
た
機
運
を
高
め
る
こ

と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

③ 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

　  

員
を
新
設

⑴
農
業
委
員
会
が
農
地
利
用
最
適
化

　
推
進
委
員
を
委
嘱

　

農
業
委
員
会
は
、「
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
に
熱
意

と
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
以

下「
推
進
委
員
」）を
委
嘱
し
ま
す
。

　
委
嘱
に
あ
た
っ
て
は
、
区
域
ご

と
に
農
業
者
等
か
ら
推
進
委
員
の

候
補
者
の
推
薦
を
求
め
、
希
望
者

を
募
集
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
、

尊
重
し
ま
す
。

⑵
農
業
委
員
と
推
進
委
員
の
連
携

　
が
重
要

　
農
業
委
員
会
は
総
会
で
推
進
委
員

に
対
し
て
担
当
地
域
に
お
け
る
活
動

の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
推

進
委
員
も
総
会
に
出
席
し
て
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
を
進
め

る
た
め
に
は
、
農
業
委
員
と
推
進
委

員
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

④ 

意
見
提
出
が
責
務
に

　

農
業
委
員
会
は
、「
農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
の
推
進
」
に
関
す
る
施

策
の
改
善
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
場
合
に
は
、
具
体
的
な
意
見

を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
に
あ
た
る
農
業

委
員
会
と
し
て
、
施
策
の
さ
ら
な
る

改
善
提
案
を
行
う
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
い
て
お
り
、
関
係
行
政
機
関
は

提
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

農業委員会制度のここが変わりました
農業委員会等に関する法律が改正され平成 28年４月１日から施行されました。主な内容をお知らせします。

時  期 実 施 内 容

農業委員・推進委員の公募（1ヶ月以上）

農業委員選任・推進委員委嘱スケジュール（予定）

農業委員・推進委員候補者を内定
農業委員選任議案を市議会に提出
新体制による農業委員会がスタート

応募状況を公表（２回）
摘 要

1月～3月
4月
6月 議会
8月

②
農
業
委
員
の
選
任
方
法
を

変
更

③
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
新
設

①
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適

化
の
推
進
」
が
最
重
要
に

④
意
見
提
出
が
責
務
に



(4)平成 29 年 1月発行 農 業 委 員 会 だ よ り

落
の
稲
作
・
大
豆
作
業
受
託
を
ア
グ
リ

プ
ロ
黒
沢
が
経
営
し
、
水
田
経
営
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
利
用
権
設
定
を
目
指

し
、
平
成
21
年
３
月
に
農
事
組
合
法
人

と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
５
ａ
、

業
務
用
キ
ャ
ベ
ツ
１
ha
、
構
成
員
の
大

豆
経
営
３
ha
、
大
豆
作
業
受
託
15 

ha
、

稲
作
の
収
穫
乾
燥
調
製
40 

ha
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
平
成
28
年
度
に
は
若
手
構

成
員
３
名
が
離
農
者
か
ら
受
託
し
た
水

田
４
ha
の
耕
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
構
成
員
と
次
世
代
後
継
者
と

作
業
を
分
担
し
、
集
落
内
の
60
代
前
半

の
会
社
を
退
職
し
た
人
に
作
業
を
手

伝
っ
て
も
ら
い
法
人
を
運
営
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

将
来
的
に
は
、
作
業
受
託
が
中
心
の

組
織
運
営
か
ら
農
作
業
全
般
の
運
営
が

必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
佐
藤　
俊
和
委
員
）

 

農
業
に

　

当
法
人
は
、
昭
和
60
年
に
新
農
業
構

造
改
善
事
業
を
活
用
し
て
構
成
員
７
名

で
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
の
中
で
地
域
全

体
の
低
コ
ス
ト
生
産
確
立
の
た
め
稲
作

収
穫
作
業
と
乾
燥
調
製
作
業
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
構
成
員
の
高
齢
化
と
兼
業

化
に
伴
い
構
成
員
を
２
名
増
や
し
、
組

織
名
を
「
ア
グ
リ
プ
ロ
黒
沢
」
と
し
ま

し
た
。

　

黒
沢
集
落
で
は
、
農
業
政
策
の
転
換

期
を
踏
ま
え
、
ア
グ
リ
プ
ロ
黒
沢
の
構

成
員
が
主
体
と
な
り
、
集
落
全
体
で
水

田
経
営
所
得
安
定
対
策
の
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
平
成
18
年
12
月
８
日
に

「
黒
沢
営
農
組
合
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

黒
沢
営
農
組
合
で
は
、
稲
作
の
共
同

作
業
や
一
元
的
販
売
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
集
落
内
の
高
齢
化
、
機
械
の

更
新
に
伴
う
負
担
な
ど
も
あ
り
集
落
営

農
と
し
て
の
組
織
運
営
は
難
し
い
状
況

で
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
度

よ
り
、
Ｊ
Ａ
中
央
会
の
法
人
化
モ
デ
ル

事
業
を
活
用
し
、
秋
田
県
立
大
学
に
よ

る
集
落
内
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
集
落
営
農
か
ら
法
人
化
へ
の
示

唆
を
受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
集
落
全
体
で
話
し
合
っ
た

と
こ
ろ
、
法
人
化
を
す
る
こ
と
は
時
期

尚
早
と
い
う
結
論
に
な
り
、
当
面
は
集

由
利
地
域
　
（農） 

ア
グ
リ
プ
ロ
黒
沢  

代
表
理
事
　
佐  

藤
　  

順

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

農
政
転
換
へ
の
挑
戦

（
59
歳
）

（
36
歳
）

　

大
内
に
嫁
い
で
き
て
10
年
に
な
り
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
や
覚

え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
で
す
。
も
と
も

と
農
業
を
や
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

こ
こ
に
来
て
か
ら
普
段
の
生
活
の
中
に

畑
や
田
ん
ぼ
が
あ
り
、
自
然
に
手
伝
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
格
的
に
農
業
を
仕
事
に
し
て
い
こ

う
と
考
え
、
平
成
27
年
ま
で
２
年
間
、

秋
田
県
の
「
未
来
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
育
成
研
修
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
現

在
は
、水
稲
６
ha
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
20
ａ

に
家
族
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

三
人
の
子
供
の
母
と
し
て
、
嫁
と
し

て
、
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
な

か
な
か
思
い
ど
お
り
の
時
間
が
と
れ
ず

大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
家
族
の

協
力
が
あ
る
か
ら
働
く
こ
と
が
で
き
る

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
家
１
年
目
な
の
で
、
覚
え
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
子
育

て
が
主
に
な
る
た
め
、
作
業
時
間
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
作
業

時
間
の
配
分
を
考
え
、
効
率
的
に
作
業

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

大
変
な
作
業
が
多
い
農
業
で
す
が
、

子
供
た
ち
に
は
手
伝
い
を
と
お
し
て
食

べ
物
を
作
る
こ
と
の
大
変
さ
や
、
楽
し

さ
を
伝
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
と
と
も
に
協
力

し
合
い
な
が
ら
、
あ
ま
り
頑
張
り
す
ぎ

ず
、
の
び
の
び
と
楽
し
く
仕
事
が
で
き

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
佐
々
木　
亨
委
員
）

大
内
地
域
　
小
笠
原
　
和
　
恵
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闘
し
な
が
ら
畑
起
こ
し
を
始
め
ま
し

た
。
こ
の
姿
を
見
か
ね
た
農
家
さ
ん

が
「
畑
起
こ
し
し
て
や
る
が
ら
」
と

早
々
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
起
し
て
く

れ
て
、
野
菜
作
り
を
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
の
皆
様
に
助
け

ら
れ
、
交
流
が
広
が
る
な
か
で
、
地

　

長
年
転
勤
の
多
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

生
活
を
送
る
中
で
「
定
年
後
は
の
ん

び
り
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
」
と
55

歳
か
ら
定
年
後
の
定
住
地
探
し
を
始

め
、
５
年
で
東
北
管
内
を
50
件
見
て

回
り
、
そ
し
て
見
つ
け
た
の
が
由
利

本
荘
市
東
由
利
の
空
き
家
で
し
た
。

　

定
年
を
迎
え
た
平
成
27
年
３
月
に

夫
婦
で
宮
城
県
仙
台
市
か
ら
移
住
し

ま
し
た
。
移
住
後
は
「
地
域
の
山
菜
・

野
菜
を
使
っ
た
田
舎
料
理
を
提
供
で

き
る
農
家
民
宿
を
開
業
し
た
い
」
と

い
う
の
が
私
た
ち
の
夢
で
し
た
。
こ

こ
は
人
、
自
然
環
境
と
も
に
抜
群
！

夢
を
叶
え
る
の
に
最
適
な
場
所
で
す
。

夢
の
実
現
の
た
め
に
田
畑
を
借
り
、

農
家
の
認
定
か
ら
保
健
所
の
許
可
、

消
防
法
の
許
可
、
建
築
確
認
な
ど
な

ど
、
す
べ
て
の
許
可
を
得
る
た
め
各

所
管
の
方
々
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

平
成
28
年
３
月
に
農
家
民
宿
営
業
許

可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
移
住
し
た
年
の
春
か

ら
、
８
年
の
間
耕
作
さ
れ
て
い
な
い

畑
を
家
内
と
二
人
、
ク
ワ
で
石
と
格

が
、
ご
予
約
い
た
だ
い
て
い
る
関
東

や
仙
台
の
お
客
様
へ
は
地
元
の
田
舎

料
理
を
存
分
に
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
東
由
利
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
皆
様
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
、
移
住
し
て
あ
っ
と
い
う

間
に
１
年
半
を
過
ぎ
、
手
探
り
か
ら

徐
々
に
夢
を
具
現
化
で
き
る
ま
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
充
実
し
た
品
揃
え

と
お
客
様
が
「
お
も
し
れ
が
っ
た
〜
」

と
言
っ
て
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
、
お

し
ゃ
べ
り
と
お
買
い
物
が
楽
し
め
る

直
売
所
。
楽
し
い
農
家
体
験
と
田
舎

料
理
の
お
も
て
な
し
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
、「
ま
だ
来
る
が
ら
な
」
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
農
家
民
宿
。
こ

の
二
つ
を
目
標
に
、
由
利
本
荘
市
に

１
人
で
も
多
く
の
移
住
・
定
住
者
を

増
や
す
き
っ
か
け
作
り
と
、
地
元
を

離
れ
て
都
会
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
新
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
提
案
と

Ｕ
タ
ー
ン
を
促
す
基
盤
を
築
き
、
地

域
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
、農
家
民
宿
・
産
直
『
や

し
お
』
を
め
ん
こ
が
っ
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
遠
藤　
幸
男
委
員
）

元
農
家
さ
ん
か
ら
「
産
地
直
売
所
を

始
め
な
い
か
」
と
の
話
が
舞
い
込
み

ま
す
。
購
入
し
た
家
は
国
道
沿
い
に

あ
る
た
め
、
産
直
に
は
好
立
地
だ
っ

た
の
で
す
。
農
家
さ
ん
の
提
案
に
「
じ

ゃ
、
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
即
答
。
平

成
28
年
４
月
に
野
菜
や
山
菜
を
販
売

す
る
『
産
直
や
し
お
』
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

大
な
り
小
な
り
直
売
所
の
運
営
と

い
う
の
は
、
地
域
活
性
ビ
ジ
ネ
ス
に

な
り
、
ま
た
、
こ
こ
に
協
賛
い
た
だ

い
て
い
る
農
家
さ
ん
始
め
、
地
域
の

方
々
と
気
さ
く
に
お
茶
っ
こ
話
が
で

き
る
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
も
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
お
茶
っ
こ
話
が
き
っ
か
け
で
、

隣
県
や
近
郊
の
市
町
村
か
ら
の
リ
ピ

ー
タ
ー
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、

野
菜
料
理
、
山
菜
の
見
分
け
方
、
珍

食
材
、
昔
の
ご
ち
そ
う
な
ど
試
食
品

持
参
で
教
え
て
く
だ
さ
る
方
、
秋
田

杉
の
工
芸
品
を
「
け
る
が
ら
、
こ
こ

さ
飾
っ
て
」
と
持
ち
込
ま
れ
る
方
…

と
に
か
く
毎
日
が
変
化
に
富
み
、
友

達
も
増
え
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
に
は
念
願
の
農
家
民

宿
を
開
業
。
ま
だ
産
直
＋
農
業
と
の

兼
業
で
フ
ル
稼
働
し
て
お
り
ま
せ
ん

頑
張
る
営
農
者

日
出
雄（
61
歳
）

真
理
子（
62
歳
）

　
大
坂
　
　 

　
　
　  

ご
夫
妻

東
由
利
地
域
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昌
　
次（
79
歳
）

ト
　
キ（
73
歳
）

　
今
野
　
　 

　
　
　  

ご
夫
妻

岩
城
地
域

道
の
駅
「
岩
城
」
内
の
農
産
物
直
売
所

に
勤
め
て
い
ま
す
。
自
分
が
作
っ
た
野
菜

や
サ
ツ
マ
イ
モ
、
プ
ラ
ム
、
イ
チ
ジ
ク
な

ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　　
こ
れ
か
ら
も
二
人
仲
良
く
、
体
が
動
く

限
り
農
業
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
木
村　
勝
三
委
員
）

　　
私
も
妻
も
農
業
高
校
を
卒
業
し
、
お

見
合
い
で
結
婚
し
ま
し
た
。
６
人
家
族

で
、
長
男
は
春
に
は
田
植
え
、
秋
に
は

稲
刈
り
な
ど
頑
張
って
く
れ
る
の
で
、
と

て
も
助
かって
い
ま
す
。

　　
私
は
農
業
高
校
を
卒
業
後
、
東
北
パ

ル
プ
工
場
に
就
職
し
ま
し
た
。
兼
業
で
農

業
を
し
て
い
た
た
め
、
稲
の
ハ
サ
ガ
ケ
作

業
を
夜
の
10
時
頃
ま
で
や
っ
た
り
、
家
に

は
馬
が
い
た
の
で
牧
草
を
刈
っ
た
り
と
忙

し
く
働
き
ま
し
た
。

　　
昔
の
農
作
業
は
大
変
で
、
よ
く
や
っ
た

も
の
だ
な
と
当
時
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　　
ど
ん
ど
ん
農
業
も
機
械
化
す
る
よ
う

に
な
り
、
手
作
業
で
は
作
業
が
は
か
ど
ら

な
い
こ
と
も
あ
って
、
ハ
サ
ガ
ケ
を
や
め

て
、
コ
ン
バ
イ
ン
を
導
入
し
、
馬
も
売
っ

て
軽
自
動
車
を
購
入
し
た
り
と
、
機
械

化
を
進
め
ま
し
た
。

　　
仕
事
を
退
職
し
て
か
ら
は
、
田
４
ha
に

畑
20ａ
、
プ
ラ
ム
30ａ
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
18

ａ
を
作
って
い
ま
す
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
こ

ん
な
に
手
間
が
か
か
る
と
は
思
って
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　　
妻
は
岩
城
の
ゴ
ル
フ
場
を
退
職
後
、
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℡　53-2114
℡　65-2804
℡　69-2116
℡　33-4614
℡　57-2205

 ●　農業委員会　●

（産業課内）

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
お
読

み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
広
報
委
員
が
編
集
会
議
を
何

回
も
行
い
、
決
定
さ
れ
た
記
事

の
取
材
や
、
で
き
あ
が
っ
た
記

事
の
編
集
な
ど
を
手
掛
け
て
農

業
委
員
会
だ
よ
り
を
作
成
し
て

お
り
ま
す
。
何
か
記
事
に
な
る

よ
う
な
出
来
事
な
ど
が
あ
れ

ば
、
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。（

佐
藤　
俊
和
委
員
）

購読申込は農業委員会事務局または
各総合支所産業課内庶務班まで。

世帯主が65歳以上の夫婦２人世帯の家計支出はおよそ月額２３万円というデータがあります。（総務省家計調査より）  

しかし、国民年金はひとり月額６万５千円（４０年加入の場合）で、夫婦あわせて月額１３万円です。     

農業者年金に加入し、国民年金の不足分をサポートしませんか？         

農業者年金で老後生活の備え

農業者年金のポイント  

①加入・脱退は自由   

 （６０歳未満で、年間６０日以上農業に従事し、国民年金第１号被保険者であれば加入できます）   

②支払った保険料は確定申告の際、国民年金保険料などと同様に全額社会保険料控除     

③保険料はいつでも変更できる     

④終身年金 ８０歳までの死亡一時金あり 

⑤積み立て方式で安心 

⑥農業の担い手には保険料補助（要件があります）   

詳しい内容等は、 由利本荘市農業委員会事務局（２４－６２６０）                  

         独立行政法人農業者年金基金（０３－３５０２－３１９９）へお問い合わせください 


